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藤島小学校　配置図 １／８００

藤島小学校　３階 多目的室冷房設備詳細図
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あさひ小学校　配置図 １／６００

あさひ小学校　２階 冷房設備平面図 １／２００
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あさひ小学校　冷房設備外部足場計画平面図
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10課長課長補佐主査係長専門員係Ｒ２年　　月　　日
鶴岡市立藤島小学校ほか1校特別教室等冷房設備設置工事

設　計　温　湿　度

　　　　　とするが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

　　　　　また、「ホルムアルデヒドの発散量」は、次のとおりとする。

ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ．接着剤等不使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

２　建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

３　旧ＪＩＳのＥ０規格品

４　旧ＪＡＳのＦＣＯ規格品

　構内に作ることが　　※　できる　　・　できない

　※　設けない。　
　・　設ける。（規模、仕上げの程度及び備品等は現場説明書による。）

　※　構内指示の場所に敷きならす。　　　　　　　　・　構内指示の場所にたい積する。

　・　建設副産物適正処理推進要綱に従い処理する。ただし、発生土の処分費は別途とする。

　・　構外指示の場所に搬出する。
　　　受け入れ施設名・住所（ｋｍ）

　イ）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
　ロ）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

　５０Ｈｚとする。

　ヒューズ（温度ヒューズも含む）及び表示灯、フィルター類は予備品として、２０％納入する（種別ごと最低１個）。

　に限る使用権は県員との協議による。
　・　完成図
　　　ＣＡＤで新規作成　
　　　　提出物　　ＣＡＤデーター一式（ＣＤＲ等に内容の目録を添付する）
　　　　　　　　　原図製本　Ａ２　２つ折り製本　２部

　・　施工図

　　　本建物固有の内容に整合した保全方法を写真等を用い具体的にわかりやすく解説した図書）
　　　　Ａ４　製本２部（関連工事と合本する）
　・　保全台帳（本工事に関連した部分を記入したもの）
　　　様式は建設大臣官房官庁営繕部監修の「管理者のための建築物保全の手引き　改訂版」による。
　　　　Ａ４　市販ファイル綴じ込み　２部（関連工事と合本する）
　・　保全に関する資料（機器取り扱い説明書、機器性能試験成績書、官公署届出書類、総合調整測定表）
　　　　Ａ４　市販ファイル綴じ込み　１部
　・　機器取り扱い説明書（市教育委員会仕様・見本に基づく）
　　　　Ａ４　市販ファイル綴じ込み　２部

　・　建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き　改訂版」
　　　　１冊

設計用標準震度
特定の施設 一般の施設設置場所

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

注２）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　研究所・独立行政法人建築研究所監修２０１４年版）による。
　（１）機器の据付け及び取付け

　　設計用標準震度と地域係数を乗じたものとする。地域係数は、１．０とする。

　上層階、屋上及び塔屋

　１階及び地下階

　　　　　注１）設置場所の区分は標準仕様書による。
　イ）本工事の施設は（　※　一般の施設　※　特定の施設）とする。

　ロ）100ｋｇ以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し

　　据付又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

　ハ）重要機器類

　・　水量調整
　・　騒音の測定
　・　機器の絶縁抵抗の測定

　各機器の個別運転調整後に下記の総合調整を行い、測定表を提出する。
　・　風量調整

　特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

　・　室内外空気の温湿度測定

　図示による。

　対象配管系統　　　　　・　冷温水　　・　冷却水　　・　消火（水用）　　・　油　　・　ガス

　イ）エアコン、屋外機器及び屋外の配管類支持に使用する支持金物（ボルト類）はｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)とし、
　　　屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。
　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。
　ハ）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

塗　　　　装

　埋設表示用テープは、下記により屋外埋設部分に布設する。なお、地中埋設標の設置場所は図示による。
　イ）給水管　　　　　・　地中埋設標　　　・　埋設表示用テープ
　ロ）ガス管　　　　　・　地中埋設標　　　・　埋設表示用テープ
　ハ）油　管　　　　　・　地中埋設標　　　・　埋設表示用テープ
　ニ）消火管　　　　　・　地中埋設標　　　・　埋設表示用テープ

　イ）施工範囲　　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

　下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

　　※　屋外　　　　　※　居室

外　気　条　件 室　内　（　調　整　目　標　値　）

一　般　系　統 系　統 普通教室系統 系　統

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

　取付箇所は図示による。

　※　別途　　　　　　　　　・　本工事（鋼板厚　　　ｍｍ、高さ　　　ｍ以上）

。

　　 （煙道径が４００ｍｍを超えるものには、掃除口に蝶番を取り付ける）

　低圧とする。（高圧１及び高圧２の部位は図示による）

　・　アングルフランジ工法　　　　・　コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

　取付箇所は図示による。取付面は監督職員の指示による。

　イ）復帰方式　　　※　遠隔式（電気式（定格入力ＤＣ２４Ｖ０．７Ａ以下））
　ロ）復帰動作　　　※　順送り　　　・　同時

　ニ）油管、油用通気管（一般）　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（ピット）　　※　ポリエチレン外面被覆鋼管　　　　　　
　ホ）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラ等への給水管　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　ヘ）空調用排水管　　　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　ビニル管（ＶＰ）

　ト）冷媒管　　　　　　　　　　　　※　断熱材被覆銅管（製造者標準品）　　　・　銅管

　・　標準図（機材７）による。　（　・　単独形　　・　共用形（　ローリーアース付　））　　　

　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　　　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

　※　ベローズ形　　　　　・　スリーブ形　

　標準仕様書、標準図による他、図示した箇所に取り付ける（配管用は円形、ダクト用は円形）。

　※　着脱可能形（※　全数　　・　図示による）　　　　　・　固定形（止水コック付）

　図示の箇所に取り付ける（熱源機器毎）。

　イ）施工箇所は図示による。
　ロ）内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。
　ハ）吹出口に接続するチャンバーの消音内貼りは別図による。

　イ）建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし（空気弁も含む）、仕様は温水管の項による。
　ロ）屋外露出配管の保温は、給水設備の項（９．保温．ロ））による。

　ニ）排気ダクトの外壁開放部より１ｍ程度を保温する。（チャンバーボックスを含む）
　ホ）冷媒管（断熱材被覆銅管）の保温外装
　　屋内露出部　　　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）　　・　外装なし
　　屋外　　　　　　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）　　

　ヘ）高圧蒸気管及びヘッダーの保温厚は　　　ｍｍとする。

　イ）屋内露出裸ダクトの塗装（居室を除く）は　　　※　行わない。　　　・　行う。

　ロ）屋内露出温水配管の塗装は　　※　行わない。　　　・　行う。

　手すり先行専用足場と同等の機能を確保するものとする。

冬期

夏期

厨房用排気フード

塗　　　　装

厨房用排気ダクトの工法

イ）フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）　※　取り付ける　　・　取り付けない

　※　亜鉛鉄板　　　　・　ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）　　　　　　（板厚は高圧ダクトによる）

［　・　空気調和　　・　冷房　　・　暖房設備　の当該事項に準ずる。］

ハ）材質（天幕とも）　　※　ステンレス鋼板　（ＳＵＳ３０４）　　　・　亜鉛鉄板
ロ）フードコック　　　　※　取り付ける　　　　　・　取り付けない

　※　別途　　　　　　・　本工事

　屋内露出裸ダクトの塗装（居室を除く）は　　※　行わない。　　・　行う。

　建築設備定期検査業務指導書（（財）日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

・　可動羽根（スリット共）　　・　可動パネル　　　　・　ダンパー形

・　ワイヤー式　　・　電気式　（遠隔操作機能　　・　有　・　無）

・　亜鉛鉄板製　　・　鋼板製（１．６ｍｍ以上）

計装工事の配線

そ　　　の　　　他 　室内温湿度検出器等を２個以上併設する場合は、サーモケースを使用する。

　イ）屋外・屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

　中央監視制御装置の構成機能は別紙による。

　ロ）天井隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

大便器耐火カバー

便器洗浄用タンク

　対象器具（　小便器　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　イ）電源供給方法（　※　ＡＣ１００Ｖ　　・　乾電池）

　固定こま式（節水こま式）とする。

　設ける（ピット内を除く）

　※　手洗い無し　　・　手洗い付き

　不凍結節水弁付とする。

保　　　　温

埋　　設　　深　　さ

給　　　　水　　　　栓

弁　　　　類

不　 凍　 水　 栓　 柱

配　　管　　材　　料

量　　水　　器　　桝

　ロ）子メーター　　　　※　買取り量　　　水　　　　器

そ　　　の　　　他

　伸縮式不凍給水栓とし、ボックスはステンレス製（約２００×２００×１５０Ｈ）で鍵付とする。

イ）一般用

　ロ）その他の部分　　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

　イ）一般敷地内（　0.45ｍ以上）　　　　　　　　ロ）敷地内車両道路（0.75 ｍ以上）

　　　ヒーター巻きとする。厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

ロ）湯沸室、台所、厨房用水栓は泡沫式とする。

　給水管の最小口径は２０ｍｍとする。ただし、器具接続部分を除く。

　ハ）公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による）

　イ）水道直結部分　　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

　化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　　・　合成樹脂製）

　・　ポリ粉体鋼管（ＰＤ）

　イ）量水器桝内の保温を行う。

　・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

ロ）小メーター用　　　　※　標準図（機材５５）　　　　　・　水道事業者の指定品
イ）親メーター用　　　　※　水道事業者の指定品　　　　　・　標準図（機材５５）

　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　・　ポリ粉体鋼管（ ・　ＰＡ　・　ＰＢ）

・　水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管

・　ポリ粉体鋼管（ＰＤ）
・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

・　ポリエチレン管

ハ）屋外土中用
・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

・ 　ビニル管(JIS　K-6742) （  ・　VP　・　HIVP）

ステンレス鋼管の継手
　ロ）呼び径７５Ｓｕ以上　　・　配管用鋼（板）製突合せ溶接式管継手　　・　ハウジング形管継手
　　　　　　　　　　　　　　・　管端つば出しステンレス鋼管継手

・　図示による

ホルムアルデヒドの発散量　　　　該　　　当　　　す　　　る　　　建　　　築　　　材　　　料

　　　　　なお、ホルムアルデヒドを発散しないものとは発散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの発散

　　　　　量が極めて少ないものとは発散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するもの

ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

13．

11．工事用電力、水、その他

12．工　事　用　仮　設　物

足　　場　　等

監 督 職 員 事 務 所

建設発生土の処理

　本工事に必要な工事用電力、水などの費用、及び官公署等への諸手続きなどの費用は、請負者の負担とする。

　枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」により

　「手すり先行工法による足場設置基準」による働きやすい安心感のある足場とし、改善措置機材

　　構外搬出距離　　　　　　ｋｍを越え　　　　　　ｋｍ以下　（　ＤＩＤ地区　・　有　　・　無　）　　

16．

18．

容　量　の　表　示

17．電　源　周　波　数

予　　備　　品　　等

19．完　　成　　図　　等 　完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、当該建築物の取得する施工図等の著作権に係わる当該建築物

　　　　提出物　　ＣＡＤデーター一式（ＣＤＲ等に内容の目録を添付する）

　・　保全の手引き（建設大臣官房官庁営繕部監修の「管理者のための建築物保全の手引き　改訂版」に準拠し

20．耐　　震　　措　　置 　耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外すべて建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省国土技術政策総合

　　設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量）に、次に示す

中　　　間　　　階
２．０（２．０）
１．５（１．５）
１．０（１．０）

１．５（２．０）
１．０（１．５）
０．６（１．０）

１．５（２．０）

０．６（１．０）
１．０（１．５）

１．０（１．５）
０．６（１．０）
０．４（０．６）

・　端末水栓の残留塩素濃度の測定

21．総　合　調　整

22．

23．

24．

25．

26．

27．

29．

地中埋設標及び
　埋設表示テープ

28．他工事との取合い

弁　等　の　サ　イ　ズ

建物導入部配管の変位吸収

絶縁フランジ取付箇所

溶接部の非破壊検査

支持金物・固定金具

　図示の箇所に変位吸収配管を施工する。施工方法は衛生器具表、その他の（ ・ 共通１ ・ 共通２）による。

　検査の種類　　　　　　・　浸透探傷検査（ＰＴ）又は磁粉探傷検査（ＭＴ）　　・　放射線透過検査（ＲＴ）

　ロ）施工図　　　建築及び設備機器等の総合的な位置、取り合いを確認できる施工図を監督職員に提出して

３．

６．

７．

２．ばい煙濃度計

煙　　　　突

４．煙　　　　道

５．ダ ク ト の 区 分

長方形ダクトの工法

風　量　測　定　口

３３.４℃

－１.９℃ ６３.０％ １９.０℃

５９.４％ 成り行き

％

℃

℃

％

％

８．防 煙 ダ ン パ ー

９．配　管　材　料 　イ）冷温水管　　　　　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）
　ロ）冷却水管　　　　　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　塩ビライニング鋼管（FVA）
　ハ）蒸気管（給気管）　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　
　　　　　　（還水管）　　　　　　　※　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

10．

13．

14．

16．

17．

弁　　　　類

11．鋼管用伸縮管継手

12．温　　度　　計

瞬　間　流　量　計

積　算　油　量　計

15．注油口及び指示ボックス

消　音　内　貼　り

保　　　　温

　着脱可能形の指示部（　・　４０Ａ用　　個、　・　１００Ａ用　　個、　・　２５０Ａ用　　個）を付属する。

　ハ）外気取り入れダクト及びチャンハ゛ーホ゛ックスの保温　　　※　要（全熱交換器の給気ダクトを含む）

18．

19．

電気工事の範囲

塗　　　　装

　イ）機器及び、地震感知器の配管配線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　別途　・　本工事
　ロ）防煙ダンパと連動制御器迄の配管配線及び連動制御盤から煙感知器迄の配管配線　※　別途　・　本工事

準　　拠　　事　　項１．

２．開放形湯沸器用排気フード

厨房用排気ダクト３．

４．

５．

機　器　の　接　続６．

　※　アングルフランジ工法　　　　　・　コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

　換気機器のダクト接続は、フレキシブルダクトを使用する。

１．

２．

３．

中　央　監　視　制　御

　ハ）使用する電線類はＥＭ電線とし、規格は標準仕様書第４編表４．２．１２による。（機器及び盤類を除く）

１．

３．

４．

５．

６．

大　便　器　洗　浄　弁

２．

付　　属　　水　　栓

自　　動　　水　　栓

注　　　記　　　板

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

　イ）親メーター　　　　　※　貸与品　　　・　買取り

　・　塩ビライニング鋼管（ ・　ＶＡ　・　ＶＢ）

ロ）土間配管用（厨房、浴室等のシンダー内含む）

埋　設　形　散　水　栓

　イ）屋内( ※ 一般水栓 ・ 耐寒水栓)　屋外( ※ 耐寒水栓 ・ 一般水栓)耐寒水栓はJWWAの認証品とする。

　※ 煙道径３００ｍｍ以下は鋼板厚３．２ｍｍ、３００ｍｍを超えるものは４．５ｍｍとする。　　　・　図示による

８．

９．

11．

10．

　ロ）屋外露出管（弁、フランジを含む）は、標準仕様書第２編（表２．３．５　ｅ３・（ハ））とし、凍結防止

　イ）呼び径６０Ｓｕ以下　　※　一般配管用ステンレス鋼管継手性能基準（ＳＡＳ３２２）を満足する継手

承諾を受ける。

１．

規　制　対　象　外　  １　　ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　　　　　　　　　３　　下記表示のあるＪＡＳ規格品

　　　　　　　　　２　　建築基準法施行令第２０条の５第４項による国土交通大臣認定品

第　　三　　種  　  　１　ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

15．

14．

　・　室内気流及びじんあいの測定

２８.０℃

排　煙　口　の　形　式

排煙風量測定方法

排煙口開放装置

ダ　　　ク　　　ト

４．

３．

１．

２．

７．

一　
　
　

般　
　
　

共　
　
　

通　
　
　

事　
　
　

項

空
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暖
房
設
備

　

空
気
調
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房　
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暖
房
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備
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備

自
動
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御
設
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器 
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備

給　
　
　

水　
　
　

設　
　
　

備

同　Ａ３　２つ折り製本　２部

　　　　　　　　　原図製本　Ａ１　２つ折り製本　２部 同　Ａ３　２つ折り製本　２部

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

　設置については

　による場合は

・　ガス漏れ警報器等、安全装置作動確認

ステンレス製化粧ケース、又はラッキング

℃ ％

℃ 成り行き

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書

・　印と　※　印のある場合は、共に適用する。
・　印のある場合は　・　を適用し、・　※　印は適用しない。
・　印のない場合は　※　を適用する。

２）特記事項で、・　・　※　※　印のある場合の適用は下記による。
１）項目は番号に○印のついたものを適用する。

２．特記仕様

．工事仕様

１．共通仕様

Ⅱ

・都市ガス　種別（　13A　）　　　ＭＪ／ｍ（Ｎ）　（供給圧力　Ｐａ）　・ ＬＰＧ

４．指定部分　　　※無し　・有り（工期　平成　　年　　月　　日、　対象：　　　　　　　　　　　　　　

５．設備概要（ ・　印の付いたものは、本工事における主要方式を示すものであり、仕様を規定するものではない。）

３．工事種目（・　印の付いたものを適用する。）

工事種目

・ 局所排気

・スプリンクラー（・湿式　　・乾式）　　　　　　

・屋内消火栓　（・湿式　　・乾式）　　　　　　　　・　連結送水管

　　　　　　雑排水（  ・ 下水道直放流　　・  側溝　　・し尿浄化槽　　・別途桝）
放流先　　　汚　水（  ・ 下水道直放流　　・し尿浄化槽）

建物内の汚水及び雑排水（  ・ 分流式　　・合流式　　　・一部合流式）

・局所式　　　　　・中央式

・ 全空気方式

３

・ ＦＦ式ガス温風暖房方式

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別建物別及び屋外

・ パッケージ方式（ＥＨＰ）

・　窒素

方　　　　　式 設　　　備　　　概　　　要

．工事概要Ｉ

　　　１．工事場所

・　消火器

・ 水道直結方式（飲料水系統）　　　・高置タンク方式　　　　・加圧給水ポンプ方式（雑用水系統）　給　水　方　式

換　気　方　式

空気調和方式等

排　水　方　式

給　湯　方　式

消　火　設　備　方　式

ガ　ス　設　備　方　式

１　　階

・ファンコイル方式

屋　　　外

　　　２．建物概要

構　　　造 階　　数建　　物　　名　　称
建築基準法上の
延面積（　　）ｍ２ 別表第１の区分

消防法施行令 備　　　考

ＲＣ　造

ＲＣ　造

　　　計

7項（学校）　ｍ２

7項（学校）　ｍ２

機械設備工事特記仕様書

（機械設備工事編）（平成３１年版）」（以下「標準仕様書」という。）及び国土交通大臣官房官庁営繕部設備・環
境課監修の「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成３１年版）」（以下「標準図」という。）による。

　　・　不要

そ　　　の　　　他

満　水　試　験　継　手

配　　管　　材　　料

　手洗い流しのトラップは別途とし、立管は本工事（接続配管は硬質塩化ビニル管でもよい）とする。

　・　コンクリート管

　図示の箇所に取り付ける。

湯 沸 器 の 排 気 筒

弁　　　　類

配　　管　　材　　料

保　　　　温

　　（膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む）

　厚さ０．５ｍｍ以上のステンレス鋼板製とする。

　給水設備の当該事項による。

　湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。

 ・ ｽﾃﾝﾚｽ管(SUS304)  ・   耐熱性塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　・　銅管　・　被覆銅管　・　保温付被覆銅管

　（保温の種別は標準仕様書第２編３．１．５、表２．３．５のｈ．（イ）．VII　とする。）

消　火　栓　開　閉　弁

保　　　　温

配　　管　　材　　料

屋 内 消 火 栓 種 別

地 中 埋 設 管 の 接 合

イ）一般

　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）

イ）屋外露出管については給水管に準ずる。

　　　　　　　　　　　　 スプリンクラー配管　　※　施工しない（隠蔽部） 　・　施工する（露出部）
 　　　　　　　　　　　　屋内消火栓用配管　　　※　施工しない　　・　施工する（保温、一旦撤去・後、現状復旧）
ロ）充水タンクの保温　　　　　　　　　　　　　※　施工しない　　・　施工する
ハ）消火配管の保温

　・　ＪＩＳ１０Ｋ　　　・　ＪＩＳ２０Ｋ

　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　・　既設水道直圧式屋内消火栓箱を撤去し、易操作性1号屋内消火栓を設置する。

外面被覆鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。

　・　外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＰＳ）
　・　外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

ロ）地中埋設部

　・　外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０　ＰＳ）
　・　外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０　ＶＳ）

１．厨　房　機　器　類 　イ）図示による（材質等は共通仕様書による）。ただし、機器の寸法は概略寸法とする。

液　化　石　油　ガ　ス

そ　　　の　　　他

ガ ス 漏 れ 警 報 器

埋　　設　　深　　さ

都　　市　　ガ　　ス

配　　管　　材　　料

　・　ガス用ポリエチレン管
　・　塩化ビニル被覆鋼管
　・　配管用炭素鋼鋼管（白）
　※　ポリエチレン被覆鋼管

ロ）地中埋設部

　　親メーターはガス事業者の貸与品とし、子メーターは買取りとする。
ハ）容器廻り配管要領　　　　　　・　標準図（施工７２）による　　　　　本組

　配管工事は、原則としてガス供給事業者の責任施工とする。

ハ）公道（ガス供給事業者及び道路管理者規定による）
イ）一般敷地内（　0.45ｍ以上）　　　　　　ロ）敷地内車両道路（　0.75ｍ以上）

　外部出力端子（　・　有り　　・　無し）
　図示の箇所に取り付ける（　・　分離形　　・　一体形）

ニ）容器転倒防止施工要領　　　　・　標準図（施工７３）｛　・　（ａ）　　・　（ｂ）｝

イ）ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ　※　貸与品　・　買取り

　　親メーターはガス事業者の貸与品とし、子メーターは買い取りとする。

供給事業者名

ロ）ガスメーター

　・　ポリエチレン外面被覆鋼管
　・　圧力配管用炭素鋼鋼管

　ガスメーター

　※　配管用炭素鋼鋼管（白）
イ）一般

（　・　１０ｋｇ　・　２０ｋｇ　・　５０ｋｇ　 本）　

　ロ）燃焼機器は、（財）日本ガス機器検査協会の合格証票が貼付されたものとする。

付　属　制　御　盤２． 　器具付属の制御盤は、製造者標準品とする。

特　記　事　項

１．

２．

３．

　・　ビニル管（　・　ＶＰ　・　ＶＵ　・　ＲＳ－ＶＵ）

１．

２．

３．

４．

６．

１．

２．

３．

４．

５．

６．

ロ）屋外汚水、雑排水管

　・　耐火二層（VP）・・・１ＦＬ．以上

　・　ビニル管（　・　ＶＰ　・　ＶＵ　）ピット内

イ）屋内雑排水管
　・　耐火二層（VP）・・・１ＦＬ．以上

　・　ビニル管（　・　ＶＰ　・　ＶＵ　）ピット内

ハ）通気管

　・　配管用炭素鋼鋼管（白） 　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

１．

２．

３．

４．

５．

消　火　ポ　ン　プ 既存水道直結の屋内消火栓を撤去し、現行法の屋内消火栓設備を新設設置する

　ただし、屋外はヒーター巻、保温、ラッキング仕上げとする。

　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・主な工事内容

排　
　

水　
　

設　
　

備

給　

湯　

設　

備

消　
　

火　
　

設　
　

備

厨
房
機
器
設
備

ガ　
　

ス　
　

設　
　

備

・一般注意事項

ａ）　粉塵・振動・騒音には十分注意して作業すること。　　　

ｃ）　作業上、特に必要の無い場所への出入りは厳禁とする。　　　

ｄ）　作業場所（区画）の着手順序は、学校側と綿密な打ち合わせをすること。

ｂ）　授業・学校行事等、大きな音を出せない期日・時間帯については、工事着手前に学校側と十分協議・確認すること。

ｅ）　生徒の安全を守るため、作業エリアは立ち入り禁止の区画をする。

供給事業者名

　　　工事契約後にやむをえない事情により予定した条件により難い場合は監督職員と協議する。

　　　分別解体・再資源化の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。
　　　1 再資源化等が完了した年月日

　　　2 再資源化等をした施設の名称及び住所

　　　3 再資源化等に要した費用

・　分別解体の方法

　　工　　　程

　　・　修　繕

　　・　模様替

作　業　内　容

機械設備工事

分　別　解　体　の　方　法

・　再資源化等をする施設

　特定建設資材廃棄物の種類

　コンクリート

　木　　　材

　アスファルトコンクリート

　　　　　所　　　在　　　地

　　　工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出するものとする。

　　　これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（２）化学物質を発散する建築材料等

　　　から５）を満たすものとする。

　　　　　アルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　　　４）塗料はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　　　　　ヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

章 項 目 特 記 事 項

　・　本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

　監督職員に提出して承諾を受ける。
　なお、標準仕様書に規定される製作図、試験成績表等を含む。

　・　登録を行う。　　　　　　　　　・　登録を行わない。

　工事期限より　　　　　日前

　※　適用する　　・　適用しない

　・　冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付及び整備）

　※　山形県営繕工事電子納品要領

　・　工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等を遅滞なく行う。８．

９．

官公署への手続き

発生材の再資源化等

　・　配管施工（配管工事）　　・　建築板金施工（ダクト製作及び取付）　　・　熱絶縁施工（保温工事）

　・　本工事は「建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）
　　　の対象建設工事であり、分別解体等及び特定建設資材の再資源化等について適切な処理を行う。ただし

　※　山形県建工事写真撮影要領。　ただし、完成写真は不要とする。
　設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関等が発行する資料等の写しを

手作業及び　手作業・機械作業併用

　再資源化等をする施設の名称

　ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から成る建設資材

機　　　材　　　等

　　　総合施工計画作成時、工事完了時、及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに該当システムにデータ

　　　入力を行う。また、同システムにより工事着手工時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を

（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの、又はこれらと同等のものとする。ただし

　　　本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の１）

　　　１）合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材

　　　　　ユリア樹脂板、仕上げ塗材、及び及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ない

　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　　　３）接着剤はﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－ｎ－ﾌﾟﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－２－ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルム

　　　５）上記1)，3及び4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等は、ホルムアルデ

　原則として、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成２５年）による。

１．適　用　基　準　等

２．機材の品質・性能証明

３．機　材　の　承　諾　

５．

工事実績情報の登録

概　　成　　工　　期

６．電気保安技術者

７．技　能　士　の　適　用

４．

10．

一　
　
　

般　
　
　

共　
　
　

通　
　
　

事　
　
　

項

　　　　　ものとする。

鶴岡市立藤島小学校ほか1校特別教室等冷房設備設置工事設計業務委託

鶴岡市藤の花二丁目１番１号 鶴岡市下名川字落合２番地

鶴岡市立藤島小学校

鶴岡市立あさひ小学校

３階

２階

（鶴岡市立藤島小学校） （鶴岡市立あさひ小学校）

２　　階 ３　　階

改修一式

改修一式

冷房設備（藤島小学校）

冷房設備（あさひ小学校）

空気調和設備

排水設備

給湯設備

給水設備

衛生器具設備

自動制御設備

換気設備

浄化槽設備

床暖房設備

消火設備　

スプリンクラー設備

ガス設備

排煙設備

雨水利用設備

改修一式

改修一式

１）　各校、特別教室に、空冷ヒートポンプパッケージエアコンを整備する。

着工年月日

竣工年月日

監 理 者 印

着 工 者 印

P2921
長方形



鶴岡市教育委員会
管理課

大川 典彦

管理室
徒渉

ﾌﾟｰﾙ

本プール

２５０mトラック

フィールド

１００ｍ直送路

特別教室棟

市道東線

幅員16.0m

町道  幅員 7.0m

幅員

市道

7.0m

体育館

藤島体育館

町道  早田線 幅員 20.0m

管理棟

普通教室棟

運動場敷地 17,180m2

建物敷地 10,681m2

ふじ山

野球用具小屋

相撲場

倉庫

Ｎ
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210課長課長補佐主査係長専門員係Ｒ２年　　月　　日
鶴岡市立藤島小学校ほか1校特別教室等冷房設備設置工事

Ｍ－０２
(A2)1/800藤島小学校　配置図

申請地　　鶴岡市藤の花二丁目１番１号

配置図　Ｓ＝１／８００

着工年月日

竣工年月日

監 理 者 印

着 工 者 印



鶴岡市教育委員会
管理課

大川 典彦

配管 液 ガス
R1
R2
R3
R4 9.5 22.2

9.5 15.9
6.4 12.7

冷媒配管口径

6.4 9.5
ドレン口径

VP－16
VP－16
VP－20
VP－20

屋内・外機　渡り線（冷媒配管共巻き）

ＥＭ－ＥＥＦ ２.０□ － ３Ｃ

リモコン配線

注記

※リモコン配線の露出部はメタルモール仕上げとし

　露出スイッチボックスへリモコンを設置すること。

※室内ドレン管は、防露保温施工とする。

１．２５□ － ２Ｃ

機器番号 機　器　名　称 機　器　仕　様

ＰＡＣ－１ パッケージエアコン

５０ＨＺ

電気容量

φ Ｖ ｋＷＶ

台数
設　置　室

３　階

多目的室５．０８
型　　　　　式　　天吊形　

　　冷房能力　　　１４．０ｋＷ

付　　属　　品　　ワイヤ－ドリモコン

屋外機平架台300H　　（溶融亜鉛メッキ）

消費電力（冷房）定格：５．０８ｋＷ

屋外機ファンガード　共

２００三相 ２

屋外機　転倒防止金物共

エアコン機器表

新

ドレンアップ装置

新新新 新 新 既設

アト施工　　
アンカーΦ9㎜

振れ止め

既設

ＥＭ－ＣＥＥＳ

注記）図中、　　　　　印は、新規天井点検口（600x600 ― 本工事）を示す。

※ リモコン位置は監督員との協議による。
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鶴岡市立藤島小学校ほか1校特別教室等冷房設備設置工事

課長補佐主査係長専門員係Ｒ２年　　月　　日 課長

Ｍ－０３
SCALE (A2)1/200・1/50藤島小学校　３階 多目的室　冷房設備詳細図

冷房設備　３階平面図　　Ｓ＝１／２００

　　　　　　　断面図　　Ｓ＝１／５０ｃ ｃ

樹脂製カバー
SD－140

R3

転倒防止金物

１

PAC

Φ100ｘ150Φ100ｘ150

1

PAC

1

PAC

Dr

VP20
開放

Dr

VP20
開放

R3

R3

R3

Φ100ｘ150

着工年月日

竣工年月日

監 理 者 印

着 工 者 印
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防火戸
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Ｎ

普通教室
　５－１

普通教室
　５－２

バルコニー
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1,
20

0
20

0

75
0

42
5

2,
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0
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0

▽ ３ＦＬ
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ｃ

ｃ

普通教室
　６－２

普通教室
　６－１

（１ＦＬ＋７８００）

多目的室

コア抜き コア抜き

コア抜き
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市道

鶴岡市朝日庁舎

至 国道112号
　 櫛引地区方面

県道44号

至 大鳥地区方面

道路境界線

道
路

境
界

線

隣
地
境

界
線

隣
地
境

界
線

隣地境界線

隣地境界線

大川 典彦

建物敷地面積：10,053㎡

屋内運動場棟

特別教室棟

教室棟

プール

管理棟渡廊下

渡廊下

鉄筋コンクリート水路

浄化槽

砂
場

花壇

運動場敷地面積：12,207㎡

普通教室棟

運動場敷地面積：866㎡

付属屋

地下タンク

その他面積：435㎡

市
道

生涯学習施設すまいる

朝日山村開発センター

朝日中央公民館

市立図書館朝日 分館

教育委員会事務局
朝日 分室教育課

朝日老人
福祉センター
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210課長課長補佐主査係長専門員係Ｒ２年　　月　　日
鶴岡市立藤島小学校ほか1校特別教室等冷房設備設置工事

Ｍ－０４
(A2)1/600あさひ小学校　配置図

配置図　Ｓ＝１／６００

着工年月日

竣工年月日

監 理 者 印

着 工 者 印
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３

PAC

２

PAC

R3R3
VP16

VP
16

VP
16

R3,VP16

機器番号 機　器　名　称 機　器　仕　様

ＰＡＣ－２ パッケージ
  エアコン

５０ＨＺ

電気容量

φ Ｖ ｋＷ

台数
設　置　室

２　階

多目的ルーム２．８６
型　　　　　式　　壁 掛 形　

　　冷房能力　　　１０．０ｋＷ

付　　属　　品　　ワイヤ－ドリモコン

屋外機壁掛架台　　（溶融亜鉛メッキ）

消費電力（冷房）定格：２．８６ｋＷ

屋外機ファンガード　共

２００三相 １

屋外機　転倒防止金物共

エアコン機器表

２　階

ドレンポンプアップ装置

三相 ２００ ２．８６

多目的ルーム

１
型　　　　　式　　壁 掛 形　

　　冷房能力　　　１０．０ｋＷ

付　　属　　品　　ワイヤ－ドリモコン

屋外機壁掛架台　　（溶融亜鉛メッキ）

消費電力（冷房）定格：２．８６ｋＷ

屋外機ファンガード　共

屋外機　転倒防止金物共

パッケージ
  エアコン

ＰＡＣ－３

注記）図中、　　　　　印は、新規天井点検口（600x600 ― 本工事）を示す。
新

新 新
新

新

既存

既存

既存
既存 新 新 新

新

既設
　印は、既設天井点検口を示す。
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210課長課長補佐主査係長専門員係Ｒ２年　　月　　日
鶴岡市立藤島小学校ほか1校特別教室等冷房設備設置工事

Ｍ－０５
(A2)1/200あさひ小学校　２階 冷房設備平面図

着工年月日

竣工年月日

監 理 者 印

着 工 者 印

69,500

5,0004,0008,5008,5008,5008,5008,5008,5009,500

9,
00

0
32

,0
00

9,
00

0

7,
00

0
2,

00
0

7,
00

0
25

,0
00

7,
00

0
2,

00
0

5,0003,0004,0004,0003,7904,710

80,500

8,0008,0008,0008,0008,0008,5004,0009,5008,5002,5007,500

4,
00

0
8,

00
0

8,
00

0
8,

00
0

4,
00

0

9,
00

0
32

,0
00

9,
00

0

4,
00

0
4,

00
0

5,
00

0
3,

00
0

3,
00

0
5,

00
0

4,
00

0
5,

00
0
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J
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J
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EXP.J
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DN

DN

DN DN

EXP.J

2,000

EXP.J EXP.J

EXP.J

EX
P.

J

EX
P.

J

特別教室
他目的

普通教室
教材室

普通教室
１年

普通教室
２年多目的

普通教室
多目的

普通教室
３年

配膳室

音楽室 多目的ホール
教材室

女子
ＷＣ

男子
ＷＣ

女子
ＷＣ

男子
ＷＣ

普通教室 普通教室
多目的

普通教室
４年 ６年
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A

ドレンアップ装置別図詳細図

あさひ小学校　２階平面図　1／２００
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リモコンＳＷ
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210課長課長補佐主査係長専門員係Ｒ２年　　月　　日
鶴岡市立藤島小学校ほか1校特別教室等冷房設備設置工事

Ｍ－０６
(A2)1/50あさひ小学校　２階 多目的ルーム冷房設備詳細図

液 ガス

9.5 22.2
9.5 15.9
6.4 12.7

冷媒配管口径

6.4 9.5
ドレン口径

VP－16
VP－16
VP－16
VP－16

屋内・外機　渡り線（冷媒配管共巻き）
ＥＭ－ＥＥＦ ２.０□ － ３Ｃ

リモコン配線

１．２５□－２Ｃ

※リモコン配線の露出部はメタルモール仕上げとし
　露出スイッチボックスへリモコンを設置すること。

※室内ドレン管は、防露保温施工とする。

配管
R1
R2
R3
R4

注記

ＥＭ－ＣＥＥＳ

２階　多目的ルーム　平面詳細図　　Ｓ＝１／５０

　　　　　　　断面図　　Ｓ＝１／５０ア 　　　　　　　断面図　　Ｓ＝１／５０ウア 　　　　　　　断面図　　Ｓ＝１／５０イ イ ウ
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R3

R3

R3

R3

Dr

VP20
開放

コア抜き
Φ100ｘ170㎜

コア抜き
Φ100ｘ170㎜

樹脂製配管カバー

樹脂製配管カバー

転倒防止金物転倒防止金物

R3 樹脂製配管カバー

２

PAC

Dr

VP16

開放

２

PAC
２

PAC

３

PAC

R3

Dr20V

２

PAC

掲示板 黒板

Dr20V

R3

ドレンポンプアップ装置

樹脂製配管カバー

樹脂製配管カバー

３

PAC

ドレンポンプアップ装置

Dr20VDr20V
R3R3

天井内配管

コア抜き
Φ100ｘ170㎜

樹脂製配管カバー
ＳＤ１４０

ＳＤ１４０

ＳＤ１００

ＳＤ１００

コア抜き
Φ100ｘ170㎜

ＳＤ１４０

Dr20V

着工年月日

竣工年月日

監 理 者 印

着 工 者 印
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外部足場計画　平面図　　Ｓ＝１／２００

枠組本足場　　　
（手すり先行方式）

枠組本足場　　　
（手すり先行方式）

1700ｘ8,200ｘ6800 1700ｘ8,200ｘ6800
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Ｍ－０７
(A2)1/200あさひ小学校冷房設備 外部足場計画　平面図

着工年月日

竣工年月日

監 理 者 印

着 工 者 印
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